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アクションプランに込めた想い

令和2年7月豪雨災害からの復興に当たって、被災前よりも住み
良いまちを創ろうという基本理念のもと、災害から学んだ教訓と、
未来への希望を胸に、本市の未来型復興を実現するべく、まちづ
くりの将来像やビジョンを具体的に示したアクションプランをこ
こに取りまとめたところでございます。
アクションプランは、市民、民間事業者、専門家の皆様、そし

て行政が一体となり創り上げたワクワクするようなアイデア集で
あり、持続可能なまちづくりを進めていきたいという皆様の強い
想いが込められています。
「住み続けたい」「行ってみたい」「共に楽しみたい」まちの

実現に向けて、このアクションプランに基づく、具体的な取組を
力強く押し進める覚悟です。
また、このアクションプランは、決して完成されたものではあ

りません。これから皆様と共に議論を積み重ね、新たなアイデア
を盛り込みながら、より良いものへと進化させていきましょう。
時の流れと共に常に変化を遂げるこのアクションプランを、よ

り良い人吉の未来を創造するための道標として、公民連携のもと、
活力と魅力を高め、良質な暮らしを実現できる未来の人吉を目指
し、取組を更に進めてまいります。

人吉市長

松岡 隼人

令和2年7月から、4年8ヶ月が過ぎようとしています。まずは，被
害にあわれた方々や、いまだご不便な暮らしを続けられている方々
へ、心よりお見舞いを申し上げます。
一方、少しずつかもしれませんが、復旧や復興が進みはじめてい

ます。ここに公開する「人吉市まちなかグランドデザイン推進アク
ションプラン」も、そのひとつとして、人吉市復興まちづくりデザ
イン会議や市民の皆様と議論し、まとめたものです。
ポイントは、「つかう」と「つくる」です。今までの公共事業の

多くは、「つくる」を先に、後から「つかう」を考えるというもの
でした。でも例えば「家づくり」だと、「つかう」を具体的に想像
しながら，ワクワクして「つくる」を考えるでしょう。このアク
ションプランが目指しているのは、そのような「まちづくり」です。
「つかう」のはもちろん市民の皆様です。球磨川を眺めながらお

茶をする。自ら手入れしている公園で子ども達を集めて遊ぶ。居心
地の良い広場に面してなりわいを営む。そして大変な時にはみんな
で助け合う。使い方は様々ですが、それらすべてが市民一人一人を
まちの主役にするとともに、その積み重ねが安心を育んでいくので
はないでしょうか。また、そのような暮らしは、人吉の豊かさをさ
らに引き出し、来訪者にとっても大きな魅力となるでしょう。
このアクションプランが、これからの人吉をつくっていく確かな

手がかりになることを願っています。

人吉復興まちづくりデザイン会議 座長

星野 裕司



はじめに～安心して住み続けられるまちづくり～

第１章 アクションプランの考え方
（１）私たちが描くまちづくりのサイクル

（２）更新を前提とするアクションプラン

第２章 アクションプランの位置付け・経緯

（１）アクションプランの位置づけ

（２）アクションプラン策定まで

（３）推進体制：地域の人・専門家・行政の意見から具体案へ

第３章 復興まちづくりの推進方策
（１）エリア全体の推進方策

①目標・方針・指標

②10拠点エリアを結ぶ水陸の回遊動線

③景観形成

④交通・駐車場・モビリティ

⑤夜間景観

⑥人吉まちなかランドバンク

⑦情報発信

⑧その他公共空間活用・維持管理・スキーム

⑨持続的な地域経営
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［目次］

（２）10拠点の活かし方と将来イメージ

（→これから個別のTFで具体的に進めていく）

①青井阿蘇神社＋球磨川 ②中川原公園＋大橋

③胸川 ④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺）

⑤山田川・区画整理(紺屋町) ⑥鍛冶屋町通り

⑦人吉駅前＋SL   ⑧城見庭園＋HASSENBA

⑨人吉城跡周辺 ⑩新町

第４章アクションプランの実現に向けて
（１）社会実験を通じた「つかう」主体と進めるまちづくり

（２）社会実験の活用・段階的な進め方

（３）目標スケジュール

P7-

P11-

P16-

P87-

令和7年3月 人吉市

[問合せ先] 人吉市 復興政策部 復興支援課 代表 0966-22-2111



4

整備や仕組みづくりが重要です。アクションプランの中には、
球磨川の恵みや人吉のまちの資源のもとに、人々が憩い、楽
しみ、豊かに過ごす将来のまちなかでのシーンが、エリアご
とに描かれています。
 描かれた将来の姿は、行政だけで実現できるものではなく、
これからのまちを担う民間のみなさんとさまざまな取り組み
や実験を経て実現できるものです。このアクションプランは、
まさに今始まったばかり。これからの取り組みによって内容
も更新を重ねます。このアクションプランに、ぜひあなたの
アイディアやありたい暮らしの姿を重ねてみてください。

人吉市では、令和2年7月豪雨からの復旧・復興のため「人
吉市復興まちづくり計画」に基づき、球磨川水系流域治水プ
ロジェクトと連動して、安心して住み続けられるまちづくり
を進めています。なかでも特に被害が大きかった「まちな
か」エリアを対象に、官（行政）と民（民間）が連携してま
ちの将来の姿を具体化し、実現するために多くの方々と対話
を重ねて取りまとめたのがこのアクションプランです。
 地域の個を喪失せず人吉らしい姿でありながらも、より
豊かな未来をつくるためには、災害から元の姿に戻すのみで
なく、暮らしとなりわいの復興のその先を見越したハード

行政 民間 活動・事業ハード(インフラ)
仕組み

対話し一緒に
実現させる

パートナー

はじめに～安心して住み続けられるまちづくり～



人吉城
歴史館

中川原公園

永国寺
第一中学校

青井阿蘇神社

城見庭園

HASSENBA

人吉鉄道
ミュージアム

人吉駅

矢黒神社

人吉城跡公園
老神神社

くまりば

[拠点①]
青井阿蘇神社

＋球磨川

[拠点⑦]
人吉駅前＋SL

[拠点④]
交流・

文化の場

[拠点⑥]
鍛冶屋町

通り

[拠点⑨]
人吉城跡周辺

[拠点⑩]
新町

[拠点⑧]
城見庭園＋

HASSENBA

[拠点③]
胸川

[拠点②]
中川原公園

＋大橋

人吉城跡
ふるさと

歴史の広場

[拠点⑤]
山田川

区画整理
(紺屋町)

青井阿蘇神社

禊橋

人吉旅館

金刀比羅宮

国道445号

老神神社

胸川

人吉城跡

中川原公園

大橋

球磨川

①青井阿蘇神社＋球磨川 ②中川原公園＋大橋

：川上の歩行者
ネットワーク

：主要な回遊動線

：川下の歩行者
ネットワーク

：既存駐車場

：新規上下動線

：既存上下動線

：メインの車両
ネットワーク

：拠点

酒蔵・醸造所

観光資源

旅館

駐車場

その他宿泊施設

歴史資源

公園

小売店

飲食店

コミュニティ施設

[凡例]

10の
拠点エリアで
実現を目指す

シーン

球磨川
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人吉城
歴史館

人吉城跡公園

人吉城跡
ふるさと歴史の広場

④交流・文化の場（うぐいす温泉周辺） ⑤山田川・区画整理(紺屋町)

⑥鍛冶屋町通り ⑦人吉駅前＋SL ⑧城見庭園＋HASSENBA

⑨人吉城跡周辺 ⑩新町

③胸川

人吉城跡

胸川

球磨川
中川原公園

水の手橋
球磨川

中川原公園

出町橋

芳野旅館

艇庫

城見庭園

球磨川

HASSENBA

堤温泉

繊月酒造

人吉城跡

鍛冶屋町通り

人吉駅

大村
横穴群

球磨川
胸川
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第１章
アクションプランの

考え方
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住み続けたい・行ってみたい・共に楽しみたいまちへ

暮らしの
満足度向上

観光地としての
魅力向上

周りに伝える
発信する

個性や魅力を
再発見し磨く

［目指す両輪サイクル］

日々の暮らしが
快適で豊かに！

選ばれる観光地に！

暮らしを楽しむ
まちづくりに参加する

なりわい・活動を
充実させる

地域へ再投資する
(ヒト・モノ・カネ)

事業で稼ぐ

（１）私たちが描くまちづくりのサイクル 第１章 アクションプランの考え方

が大切です。魅力あふれる人吉球磨の個性を大切にし、最大
限に活かすことで暮らしとなりわいが充実し、地域への再投
資が生まれる。そこから育つのが、次世代の子ども達や内外
の人吉ファンが関わり続けたいと思える魅力あるまちの姿で
す。

アクションプランを通じた復興まちづくりで目指すのは、
暮らす人が「住み続けたい」と思える、市外の人が「行って
みたい」と思える、そして誰もが「共に楽しみたい」と思え
るまちになること。そのためには、暮らしの満足度向上と観
光地としての魅力向上の両輪が好循環を生み出していくこと

安全安心



清流球磨川の恵み、人吉球磨の個性・魅力

人吉城
城下町

隠れ里、独自の個性
山に囲まれ急流に遮られた場所
行き止まり文化

青井阿蘇
神社

秘境
地形

相良家
治政

日本遺産に認定された
相良700年の歴史

国宝
おくんち祭、球磨神楽
保守と進取

人吉球磨に点在する社寺・仏像
既存社寺を壊さず遺した
身近にある重要文化財

球磨川・胸川に向く川城
城と城下町をつなぐ中川原
職人町(鍛冶屋町大工町紺屋町)
市が立つまち

多様な生態系
尺アユ
ゴイシツバメシジミ（市房山）
ヤマセミ・カワセミ

生物

歴史のストーリー、
原風景

様々な生業・産業
との結びつき

流域上下流の
森やまちとのつながり

球磨
焼酎

水上
アクティ
ビティ

繁華街

お茶

食
農業
林業

灌漑→豊富な米
→貴重な米の醸造を許可
世界有数の集積度、産地指定

1665年 球磨川開削→八代へ
1910年 球磨川下り開始
ラフティング等川に浮かぶ

灌漑により農地確保
米、たばこ、茶、栗
かつての基幹産業
多良木という地名

郷土料理
ジビエ・鮎・うなぎ

約50の泉源
湖底層（人吉層）
マイ温泉文化

球磨エリアの中心
飲食店密度日本一

原生林
市房山
森林セラピー

人吉球磨をつなぐ
車窓には球磨川
鉄道ファンの名所

流域
18年連続水質日本一

人吉盆地一体
相良家

原作：緑川ゆき氏の世界観
人吉球磨を一緒にとらえた
何でもない原風景

川辺川

夏目友人帳
ウンスン
カルタ

全国でも人吉球磨
だけに残る
保存と普及の活動 9

森

10市町村

神・仏
人吉
温泉

肥薩線
くま鉄

第１章 アクションプランの考え方

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会

（１）私たちが描くまちづくりのサイクル



（２）更新を前提とするアクションプラン
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民間事業者・市民、専門家、行政のアイディアを重ね合わせる／更新前提のプラン

土：人吉の風土／資源

根：グランドデザイン

幹：アクションプラン
全体の考え方

これから個別のTFで具体的に進めていく
（行政・地域・民間事業者・専門家など）
（各拠点エリアの民間事業者や活動主体の目途、ハード

のデザイン、公共空間運営やルールづくり）

必要に応じて社会実験で検証

令和7年3月に大きな考え方を共有
（回遊動線・拠点エリア、景観形成、夜間景観、

交通、ランドバンク、情報発信、活用スキームなど）

令和6年3月に人吉市が作成

更新を前提とする

今回のアクションプランの範囲

※アクションプラン1章・2章・3章(1)が該当

※アクションプラン3章(2)が該当

拠点①
青井阿蘇神社

＋球磨川

拠点②
中川原公園

＋大橋

拠点③
胸川

拠点④
交流・文
化の場

拠点⑨
人吉城跡

周辺

拠点⑧
城見庭園+

HASSENBA

拠点⑦
人吉駅前

+SL拠点⑥
鍛冶屋町

通り

拠点⑤
山田川・
区画整理

拠点⑩
新町

拠点⑪
他

第１章 アクションプランの考え方

更新が前提で、実現が保証されたものではなく、また、現時
点で掲載されていない内容・エリア・テーマ等についても主
体や事業・活動の内容が具体化してくれば追加していくもの
とします。

「アクションプラン」は更新を前提とします。なぜなら、
行政のみで実現できる計画ではなく、将来事業や運営を担う
主体となる民間事業者・市民が大切であり、また行政の財源
によっても実現性は変わるため、アクションプランの内容は
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第２章
アクションプランの

位置付け・経緯



（１）アクションプランの位置づけ
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第２章 アクションプランの位置づけ・経緯

まちなかグランドデザイン
(重点3地区)

まちなかグランドデザイン
推進方針

まちなかグランドデザイン
推進アクションプラン

令和6年3月

令和4年3月

令和3年3月

令和2年9月

令和7年3月

まちなかグランドデザイン
(重点3地区)

まちなかグランドデザイン
推進方針

まちなかグランドデザイン
推進アクションプラン

令和6年3月

令和7年3月

特に被害の大きかった「まちな
か」3地区にて、地区を横断し
たまちづくりのために策定

グランドデザインで定められた
方針を早期に具現化し、スピー
ド感のある取組が推進できるよ
う、「まちなか」が目指す将来
像とプロジェクトをわかりやす
く更新・明示し、市民、関係者
間で共有するもの

グランドデザインで定められた
方針に、市民・専門家の想いや
アイディアを重ね、具現化して
いくための具体的なアクション
プラン（行動指針）

［アクションプランの位置づけと役割］

「まちなかグランドデザイン推進方針」を具現化するための行動指針

連動したハード整備と事業化を目指すフェーズに移行する必
要があります。本アクションプランは、 行政・民間・専門家
のアイディアを重ね合わせた“ワクワクする将来の暮らしのア
イディア集”であり、 「まちなかグランドデザイン推進方
針」を具現化するための行動指針です。

これまでの復興まちづくりは主に行政によるハード整備・
復旧事業中心の計画づくりが進められてきました。「まちな
かグランドデザイン推進方針」(令和6年3月策定)で描かれる
将来像の実現に向けては、これまでの計画を基に、ハード整
備後の運営主体・方法・財源等を想定しながら、民間投資と



（２）アクションプラン策定まで

13

意見交換、今後自らやりたいことのある市民・事業者による
担い手ワークショップを実施し、来年度社会実験で実施する
アイディアをイメージしつつ、過程の議論を反映させて、令
和7年3月にアクションプランをとりまとめました。

まず最初に、まちなかグランドデザインに描かれている行
政のビジョンに、まちの人・事業者、専門家のアイディアや
想いを重ね合わせ、令和6年11月にアクションプラン素案を
とりまとめました。その後、５エリア全体のまちの人との

アクションプラン素案とりまとめ（令和6年11月）

担い手ワークショップ（令和7年1月・2月）合同意見交換会（令和6年12月）

行政 まちの人・事業者 専門家
・行政各課重点施策
・５エリア既存ビジョン

①青井エリア ②中心市街地エリア
③麓・老神エリア
④かわまちづくりエリア
⑤人吉駅エリア

民間事業者・市民のアイディア
（個別ヒアリングの実施）
・既存の活動、事業
・復興まちづくりに関する意見
・今後の将来像イメージやアイ

ディア、大切にしたいこと

各専門家のアイディア
（デザイン会議にて議論）
・公民連携の進め方
・回遊動線／拠点
・景観形成・夜間景観
・交通／モビリティ／駐車場
・情報発信

アイディア集約

まちなかフォーラム
にて共有（令和7年3月）

デ
ザ
イ
ン
会
議

アクションプラン素案を叩き台とし、人吉の豊かな
未来を実現するためのアイディアを出し合う時間と
して、高校生を含むさまざまな世代・エリアのまち
の人・市内外の事業者など約130人が集まり、意見
交換を行いました。

まちの人・市内外の事業者が集まり、第1回目（1
月）は自ら実践したいアイディアを発表・共有。
それらのアイディアを第2回目（2月）やその後の
打合せで議論・ブラッシュアップしました。約90
人の活動・事業者の皆様の提案が集まりました。

まちづくり協議会
（令和7年2月）

出張窓口
（令和7年2月）

青井・中心市街地のまち
づくり協議会とアクショ
ンプラン素案などについ
て議論を行いました。

2月3日～7日までまちな
か出張窓口を設け、アク
ションプラン素案に関す
る対話を行いました。

反映

第２章 アクションプランの位置づけ・経緯

アクションプラン策定（令和7年3月・現在）
次年度社会実験内容・主体・検証項目の方向性
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タスクフォースは現状エリアやテーマに応じた12チームが
各種検討を進めています。今後、その他のエリアやテーマの
プロジェクトが生まれたら、新規タスクフォースを立ち上げ
ることも想定しています。

事業者・専門家・行政等によるデザイン会議が、各拠点エ
リアを中心に具体的な将来像や事業化検討等を行うタスク
フォース（TF）と連携して具体策を検討し、意思決定組織
である推進会議へ提案を行う体制で進めていきます。

第２章 アクションプランの位置づけ・経緯



復興まちづくり推進会議

復興まちづくりデザイン会議

人吉市長

プロジェクトマネージャー 専門家地域

人吉のエリア価値向上に向けた
公・民の取組に関する
最終意思決定機関

公・民の実施する事業のクオリティ
コントロール、継続的なエリア
マネジメントに向けた具体策の提案

行政機関地域 商工

熊本県町内会 商工会議所 温泉観光協会 PTA

金融 情報発信 行政担当者強い想いと実行力を持つ者

提案 意思決定

景観形成 照明地域経営

有識者

合同意見交換会／担い手ワークショップ／社会実験等

座長

国交省

防災

消防団

観光 教育

青年会議所

青年層

社協

福祉

事業者

公民連携行政 事業組成

専門家

交通

方針提案
事業者活用アイデア

コーディネート

歴史文化

タスクフォース

文化財
保護委員会

有識者

会長

行政機関

TF⑨
街路・公園・
河川沿い等

回遊・デザイン

TF⑦
駅前・SL

TF⑧
城跡・新町

TF⑩
交通・モビリティ
・駐車場・道路

空間再編

TF⑪
情報発信

TF⑫
ランドバンク

TF①
交流・文化の場
（うぐいす温泉周辺）

TF④
中川原公園

胸川

TF③
青井阿蘇
神社周辺

TF⑤
球磨川

アクティビティ

TF⑥
城見庭園

TF②
区画整理(紺屋町)

山田川

新規
TF

新規
TF

新規
TF

新規
TF

市民・事業者 管理者

河川管理者
(国・県)

道路管理者
(県・市)

ステークホルダー

自治会

地権者

漁協

関係団体等

協議
許認可申請許認可

協議
合意形成

必要に応じてTFに加わる

青井
復興まちづくり推進協議会

中心市街地
復興まちづくり推進協議会

民間事業者

市民

民間事業者

市民

民間事業者

市民

事業者・市民活用アイデア コーディネート

まちづくり協議会

※かわまち協議会は推進会議に役
割を統合し発展的解消、かわまち
実行委員会は実行組織として継続。

協議
合意形成
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［推進体制図］

第２章 アクションプランの位置づけ・経緯

官民連携の推進体制の詳細は下図のとおりです。

（３）推進体制：地域の人・専門家・行政の意見から具体案へ



第３章
復興まちづくりの

推進方策
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第３章 復興まちづくりの推進方策

［１］
清流球磨川との関わり方が

充実している

［２］
暮らしの満足度が

向上している

［３］
観光地としての

魅力が向上している

［４］
市民が復興まちづくりに

共感し参加している

①回遊性の高い河畔フットパス
②中川原公園を滞在・回遊の

ハブに
③絵になる川沿いの風景を維持し

磨く
④アクティビティの充実

（季節・時間帯・祭礼時など）

①主要回遊動線の高質化・街並み
形成

②主要拠点エリアの官民連携に
よる事業化

③空き地の質の向上、流動化の
仕組み導入

④幅広い年代・属性の市民の
サードプレイス

⑤地域資源に触れる機会の創出

①地域ブランド再構築を意識した
情報発信

②巡りたくなるアクセスや
モビリティ

③絵になる風景の創出
④文化体験コンテンツの拡充と

情報発信の連動
⑤持続する観光地経営

①市民が復興まちづくりの情報を
得られるきっかけと仕組み
づくり

②既存市内メディアの連携、市民
の発信参加の促進

③10代の若者の参画機会の創出

①川沿いの遊歩道・中川原公園
の利用者数

②アクティビティの属性・多様性

①既存事業・活動の充実を含む、
新規ビジネスやサービスの
数・質

②市民の愛着醸成・関わり方の
多様性カウント

①観光客数（日帰り・宿泊）
②RevPAR
③ブランドとターゲットに応じた

メディアへの露出

①事業者や市民、観光客参加型の
人吉らしい発信スタイルの
盛り上がり

②復興まちづくり事業で生まれた
施設・場所における市民発意の
取組数

目
標

方
針

指
標

暮らしの満足度向上と観光
地としての魅力向上の両輪に
よるサイクルを生み出すため
の目標・方針・指標を下記の
ように設定します。指標の計
測方法は今後検討します。

①目標・方針・指標(１)エリア全体
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